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事 業 概 要 書 

 

事  業  名 

令和７年度 障害者総合福祉推進事業 

「全国の障害福祉施設における障害者による文化芸術活動の実態把握に資する調

査研究」 

事 業 目 的 

「障害者による文化芸術活動の推進に関する基本的な計画（第 2 期）」(以下、

「第 2 期基本計画」)に規定された目標の一つである「福祉施設等の連携等によ

る、障害者が文化芸術に親しみ、参加する機会等の充実」の進捗指標「福祉施設

における障害者の文化芸術活動に関する取組状況（鑑賞・創造・発表・販売等・

連携）」を把握するため、令和 6年度に実施した「全国の障害福祉施設における障

害者による文化芸術活動に関する実態把握の在り方に関する研究」を通じて得ら

れた研究結果とアンケート調査票を利用し、全国の障害福祉施設における障害者

による文化芸術活動の実態把握調査を行う。 

本調査研究を通じて、全国の障害福祉施設等における各取り組みの成果や課題

等を洗い出し、第３期基本計画の策定や障害者文化芸術活動普及支援事業の施策

の見直し等に資する資料とすることを目的とする。 

事 業 内 容 本研究では以下の活動を行う。 

✓ 「全国の障害福祉施設における障害者による文化芸術活動に関する実態把

握の在り方に関する研究」を通じて得られたアンケート調査票によるウェブ

アンケートの実施、調査結果のまとめと分析 

○調査対象：障害福祉サービス事業所、障害者支援施設、身体障害者福祉セ

ンター、地域活動支援センター等 

✓ 検討委員会（計 3 回開催）による、アンケート結果の考察、及びヒアリング

（質的調査）で深堀をする項目の検討、ヒアリング結果の考察 

✓ 障害福祉施設に対するヒアリングの実施 

✓ 障害者芸術文化活動広域支援センター、支援センター等に対するヒアリング

の実施 

✓ アンケート結果、検討委員会での考察、ヒアリング結果を反映した成果報告

書の作成 

事 業 成 果 本研究を通じて得られた調査結果および、関連する施策を見直し・改善に資す

る分析結果等を用い、第 2 期基本計画における進捗を把握するための指標として

活用することで、令和 10 年度から始まる第 3 期基本計画策定に向けた資料とす

ることが可能となる。 

成果物の活用法 本事業で制作した成果物（成果報告書）は厚生労働省および事業実施団体のホ

ームページで公開し、広く周知を行う。厚生労働省、障害者芸術文化活動支援セ

ンター、都道府県の障害福祉部課等と協力し、障害者芸術文化活動普及支援事業

の施策における活用の呼びかけに努める。 



また、厚生労働省と十分に協議しながら、アンケート調査・ヒアリング調査な

どの分析結果を関連施策や障害者文化芸術活動推進有識者会議での参考資料とし

て提供する。 

事 業 主 体 郵便番号：104-0031 

所在地： 東京都中央区京橋 2-10-2 ぬ利彦ビル南館 7階 

法人名： 株式会社シタシオンジャパン 

 


